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広報 2令和３年11月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

アルビレックス新潟「津南町デー」

11 月３日 ( 水・祝 )

デンカビッグスワンスタジアムで開催された

アルビレックス新潟のサッカーの試合

ホームタウンとなっている

津南町デーとしてブースを設置し

津南の天然水を販売しました

ハーフタイムには

「大地の芸術祭」の旗を持って

ＰＲをしました
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？ ？

？

特 
集
Topic

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

〇
健
康
保
険
証
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

〇
新
規
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
こ
と

　

総
務
課　

総
務
班　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２　

安
全
に
使
え
て
、
利
便
性
ア
ッ
プ
!!

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

皆
様
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
お
作
り

い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

徐
々
に
普
及
し
て
き
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
す
が
、
ま
だ
「
ど
ん
な
も
の
か

わ
か
ら
な
い
」、「
ど
ん
な
こ
と
に
使
え
る

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
か
た
も
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
い

方
な
ど
を
は
じ
め
、新
潟
県
が
実
施
す
る「
新

潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規
取
得
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　

  

「
ギ
モ
ン
」

津
南
病
院
で
も
使
え
る
！

健
康
保
険
証
利
用

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
日
本
国
内
の

全
住
民
に
指
定
・
通
知
さ
れ
て
い
る
12
桁
の

番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
記
載
さ
れ
て
い

る
顔
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
が
記
載

さ
れ
て
い
て
、
本
人
確
認
の
た
め
の
「
顔
写

真
付
き
身
分
証
明
書
」
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、「
顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書
」と
し
て
利
用
で
き
る
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
こ
と
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

〇
健
康
保
険
証
と
一
体
化
し
ま
す
。

　
（
令
和
３
年
10
月
20
日
か
ら
運
用
開
始
）

　

病
院
や
薬
局
で
健
康
保
険
証
の
代
わ
り
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

搭
載
申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
紙
で
交
付
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
と
同
等
の
内
容
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
表
示
で
き
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
（
令
和
３
年
12
月
末
予

定
）。接
種
証
明
の
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

〇
確
定
申
告
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
完
結
し

ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
確
定
申
告
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
に
よ
っ
て
保
険
料
の
控

除
証
明
書
等
を
取
得
し
、
申
告
書
に
自
動
入

力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
利
用
の
申
し
込
み

は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
セ
ブ

ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
で
き
ま
す
。

　

転
職
・
結
婚
・
引
越
し
を
し
て
も
、

健
康
保
険
証
の
発
行
を
待
た
ず
に
、
保

険
者
で
の
手
続
き
が
完
了
し
だ
い
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関
・
薬
局

を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
薬
剤
情
報
、

特
定
健
診
情
報
、
医
療
費
通
知
情
報
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
薬
剤

情
報
と
特
定
健
診
情
報
は
、
患
者
の
同

意
を
得
た
う
え
で
医
療
関
係
者
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

事
前
の
利
用
申
込
が
必
要
で
す
。

健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
安
全
で
す
。

顔
写
真
入
り
の
た
め
、
落
と
し
て
も
対
面

で
の
悪
用
は
困
難

不
正
に
情
報
を
読
み
だ
そ
う
と
す
る
と
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
が
壊
れ
る
仕
組
み

税
や
年
金
な
ど
の
情
報
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に

入
っ
て
い
な
い

24
時
間
３
６
５
日
体
制
で
一
時
利
用
停
止

を
受
付

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
っ
て
な
に
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
っ
て

何
に
使
え
る
の
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

な
く
し
た
ら
悪
用
さ
れ
な
い
？

ギモン2 ギモン1

ギモン3



特集 マイナンバーカード

5 広報 令和３年11月号

　

新
潟
県
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進
及
び
県
内
産
品
の
消
費
喚
起
を
図

る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
新
規
取

得
者
に
抽
選
で
県
内
の
特
産
品
が
当
た
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
か
た
は
こ
の
機
会
に
取
得
を
お
願
い
し

ま
す
。

新
潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　

新
規
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

詳しくは、役場に設置してある
キャンペーンチラシもご覧ください。

おもて面にはマイナンバーカードのメリットや安全性、
うら面にはマイナンバーカードの申請方法などについても

記載されています。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
、

　
地
域
の
特
産
品
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
！

〇
当
選
総
額

　

２
，
０
０
０
万
円

〇
当
選
品

　

新
潟
県
内
の
特
産
品
（
５
，
０
０
０
円
相
当
）

　

※
当
選
品
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

〇
当
選
総
数

　

抽
選
で
４
，
０
０
０
名

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
カ
ー
ド
申
請

日
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど

の
必
要
事
項
を
入
力
ま
た
は
記
入
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
応
募

　

新
潟
県
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
フ
ォ
ー
ム
に

ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事
項
を
入
力
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

㊟
応
募
の
際
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
こ
と
が
わ
か
る
画
像
を
添
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
オ
ン
ラ
イ
ン

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
）
で

申
請
し
た
場
合
は
「
申
請
確
認
メ
ー
ル

（
※
）
」
の
画
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ

ト
し
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ド
申
請
受
付
完
了
後
に
、
登
録
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
に
送
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

メ
ー
ル
の
受
信
日
が
写
っ
て
い
る
画
像
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
郵
送
（
紙
）
で

申
請
し
た
場
合
は
、
交
付
申
請
書
の
撮
影

画
像
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
・
手
書
き
の
ど
ち
ら
の
交

付
申
請
書
、
交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
判
別
で

き
な
い
よ
う
に
し
て
撮
影
し
た
画
像
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
窓
口
で
応
募

　

役
場
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
を
す
る
際
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
11
月
１
日
㈪
か
ら
令
和
４
年
１

月
31
日
㈪
の
間
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

新
規
申
請
し
た
新
潟
県
民
の
か
た

※
紛
失
ま
た
は
更
新
に
よ
り
再
申
請
し
た
か

た
を
除
く

概　

要

対
象
者

応
募
方
法
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口 座 振 替  の す す め
　

津
南
町
は
県
内
の
各
金
融
機
関
と
連
携
し
て

「
口
座
振
替
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
口
座

振
替
に
す
る
と
納
期
限
に
自
動
引
き
落
と
し
に

な
り
ま
す
の
で
、
納
付
忘
れ
が
な
く
な
り
安
心

で
す
。

　

納
付
の
た
め
に
役
場
や
金
融
機
関
に
行
く
必

要
が
な
く
な
る
の
で
、
お
仕
事
で
都
合
を
つ
け

づ
ら
い
か
た
や
高
齢
で
外
に
出
づ
ら
い
か
た
に

お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
大
雪
や
猛
暑
の
日
に
わ
ざ
わ
ざ
外
出

す
る
必
要
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
と
て
も
便
利

に
な
り
ま
す
。

　

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
口
座
振
替
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

 

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
希
望
す
る
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

※
役
場
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
申
込
方
法
〉

・
対
応
可
能
金
融
機
関

第
四
北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、

塩
沢
信
用
組
合
、
津
南
町
農
協
、

新
潟
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
依
頼
書
設
置
場
所

・
申
込
に
必
要
な
も
の

右
記
の
金
融
機
関
及
び
津
南
町
役
場
２
番
窓
口

○
預
金
通
帳

○
通
帳
の
届
出
印
（
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は

　

不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

○
納
税
通
知
書



7 広報 令和３年11月号

口 座 振 替  の す す め

〇
町
・
県
民
税

※
特
別
徴
収
・
法
人
町
民
税
の
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
固
定
資
産
税

※
共
有
分
に
つ
い
て
も
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、

　

個
人
分
と
は
別
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

〇
軽
自
動
車
税

〇
国
民
健
康
保
険
料　

〇
介
護
保
険
料　

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

〇
上
下
水
道
料　

〇
保
育
料

〇
学
童
保
育
料

　

町
・
県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

第
１
期
の
納
期
限
の
日
に
年
税
額
を
振
替
す
る

全
期
前
納
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト
〉
〈
口
座
振
替
で
き
る
町
税
等
〉

①
安
　
心

納
期
ご
と
の
納
付
を
忘
れ
る
心
配
が
な
く

な
り
ま
す
。
振
り
替
え
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
で
も
翌
月
15
日
前
後
で
再
振
替
を
実
施

し
ま
す
。

②
便
　
利

納
付
の
た
め
に
銀
行
窓
口
や
役
場
に
行
く

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

③
安
　
全

現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
よ
く
な
る
た
め
、

紛
失
や
盗
難
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
口
座
振
替
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



広報 8令和３年11月号

ニュー・グリーンピア津南
公式マスコットキャラ『つなん ぐりぐり』

ス
キ
ー

　
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

12
月
24
日
　
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
　
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
予
定
！

ス
キ
ー
に
は
こ
ん
な
効
能
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
山
の
上
は
視
界
良
好
！

　

転
地
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
！

転
地
効
果
と
は
？

　

日
常
の
生
活
と
異
な
っ
た
環
境
で
自
然
の

刺
激
を
５
感
に
受
け
る
こ
と
で
、
脳
内
物
質

の
分
泌
や
呼
吸
器
系
統
、
消
化
器
官
な
ど
の

働
き
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
や
自
律
神
経
の
中
枢
に
作
用
し
、
ス

ト
レ
ス
解
消
や
病
気
療
養
に
も
プ
ラ
ス
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
津
南
高

原
は
視
界
良
好
。
白
銀

の
世
界
で
、
高
い
山
々

を
眺
め
な
が
ら
の
ス

キ
ー
は
格
別
で
す
ね
。

❷
楽
し
み
な
が
ら

　

下
半
身
を
鍛
え
ら
れ
ま
す
！

　

冬
の
津
南
は
雪
か
き
が
い
い
運
動
に
な
り

ま
す
ね
。
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て
上
半
身

は
鍛
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
加
齢
に
よ
り
衰
え
や

す
い
足
の
筋
肉
は
意
識
し
な
い
と
鍛
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
点
で
も
ス
キ
ー
は
有
効
な
健
康
法
で

す
。
楽
し
み
な
が
ら

運
動
で
き
る
。
ぜ
ひ

冬
場
の
運
動
不
足
解

消
に
ス
キ
ー
は
い
か

が
で
す
か
？

❸
体
を
左
右
対
称
に
使
う

　

数
少
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
！

　

ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
非
対
称
的
に
使
う
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
左
右
対
称
に
使
う
ス

ポ
ー
ツ
は
ス
キ
ー
や
水
泳
が
あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
ま
ん
べ
ん
な
く

体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

※ニュー・グリーンピア津南のスキー場は町が指定管理者制度により㈱津南高原開発を指定管理者として管理運
営をお願いしています。町では住民の健康づくりとスポーツ推進の場を提供するため、健康増進とスポーツの
発展・振興を進めていきます。



特集 元祖・スキー王国復活だ！
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※ニュー・グリーンピア津南スキー場では新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努めるべく、ガイドラインを策
定しております。お客様並びに従業員の健康を第一に考え、お客様に安全なウインタースポーツライフをお楽し
みいただけるよう対策を講じて参ります。

https://new-greenpia.com

リフト乗車時は本券を係員に提示してください。

2022

１日券１日券

▶当日限り有効

有効時間／8：30〜17：00

大人 ・ シニア ・
 小人

町
民
・
町
在
勤
者（
家
族
含
む
）は

リ
フ
ト
１
日
券
が
な
ん
と

５
０
０
円
！

大
人
も
子
ど
も
も
何
度
で
も
！

　
リ
フ
ト
券
購
入
の
際
、
町
民
の
か
た
は
リ
フ
ト
券
売

所
に
て
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生
証
等
の
住
所
が

わ
か
る
も
の
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
在
勤
者

の
か
た
は
在
勤
証
明
書
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
家
族
の
か
た
と
同
伴
す
る
場
合
は
在
勤
者
が

証
明
す
る
世
帯
一
覧
表
（
様
式
は
任
意
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

耳
よ
り
情
報 
そ
の
１

耳
よ
り
情
報 

そ
の
２

耳
よ
り
情
報 

そ
の
３

ス
キ
ー
や
ウ
ェ
ア
な
ど
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も

割
引
料
金
で
利
用
で
き
る
よ
！

例
／
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
１
日

　
　
　
　

３
，６
０
０
円 

→ 

３
，２
０
０
円

　（
レ
ン
タ
ル
コ
ー
ナ
ー
に
て
免
許
証
、
保
険
証
、
学
生

証
等
を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
新
潟
県
立
津
南
中
等
教
育
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
も

同
額
と
し
ま
す
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
地
元
に
あ
る
ゲ
レ
ン

デ
な
の
で
、
天
気
が
い
い
日
を
選
ん
で
行

け
る
ね
。
ス
キ
ー
授
業
の
前
に
練
習
し
た

り
津
南
に
遊
び
に
来
た
友
達
と
一
緒
に
冬

の
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
い
か
が
？

　

リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金
の
割
引
で

手
軽
に
行
け
る
ね
！

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

は
毎
日
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
を
上
げ

て
る
よ
！

　

電
話
で
予
約
す
れ
ば
、
泊
ま
ら
な

く
て
も
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
打
ち
上
げ

体
験
が
で
き
る
よ
！

３
月
31
日
ま
で

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
よ
う
！

元
祖
・
ス
キ
ー
王
国
復
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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ＤＭＯ推進室だより
観光地域づくり課ＤＭＯ推進室では、観光地域づくり法人の設立検討や、これからの観光の
在り方について検討しています。その一環として、津南の自然や文化を体験できるツアーの
造成、津南未来会議の提言書にある交流スペース、まちなかオープンスペースの開設に向け
た取り組みについて紹介します。

津南未来会議（2018 年）の検討事項であった、
まちなかでの交流を目的としたオープンスペース
について、空き店舗を活用した開設に向け検討を
開始しています。
10 月 20 日にまちなかオープンスペースの拠点と
して検討している旧・かねくさんを会場に第三回
の会議が行われました。第二回の会議後に建築士
チームが中等に出向きアイディア出し会議を行っ
たこともあり、第三回では中等教育学校の生徒９
名も参加しました。中には自ら家具の図面を引い
てきた熱心な生徒もいました。

生徒や参加者からは
・子どもが落書きできるような大きなホワイトボード
・全体として色はどうなるのか
・建物の愛称を募集してほしい
・荷物を入れるためのロッカー
・個室スペースを増やしてほしい
・冷暖房やランニングコストが心配
といった声があがりました。
今後は、開設に向けた地域説明会などを開催予定
です。

「つなん型ツーリズムを考える」勉強会を８月に行う
と同時に、それを端的に見せていくホームページ作
成を進めています。皆さんは津南町の特徴って何だ
と思いますか？「つなんのツーリズム」では以下の
９つのキーワードにまとめました。
１．平穏　２．縄文　３．農　４．創造（アート）　５．
火焔型土器　６．森　７．水　８．雪　９．大地　
この９つが津南を形作っていると考え、この要素を
含んだ滞在型のコンテンツの開発や表現するホーム
ページを作っていきます。 

まちなかオープンスペースの開設にむけて

「つなんのツーリズム」とはどういったものか

建築士の説明を熱心に聞く中等の生徒たち

模型は役場１階ロビーで展示中です

■お問い合わせ
　観光地域づくり課　℡７６５- ５４５４



11 広報 令和３年11月号

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」開
設

く
ら
し

募
　
集

相
　
談

　

12
月
４
日
㈯
か
ら
10
日
㈮
は「
人
権
週
間
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
法

務
局
で
は
、
人
権
問
題
を
誰
か
の
問
題
で
は

な
く
、
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
人
権
を

尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、「『
誰
か
』の
こ
と　

じ
ゃ

な
い
。」
を
啓
発
重
点
目
標
に
掲
げ
、
人
権

を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。　
　

　

こ
の
週
間
に
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
き
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も

一
緒
に
考
え
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

■
特
設
人
権
相
談
所　

12
月
６
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

津
南
町
役
場
３
階　

会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局　

　

℡
７
５
２
‐
２
５
７
５

　

税
務
町
民
課　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園
内
に
、

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
全
て
の
か
た
が
た

の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑
「
平
和
の
礎
（
い

し
じ
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
で
、
ま
だ
刻
銘
さ
れ

て
い
な
い
か
た
は
、追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。

〇
昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和
21
年
９
月

７
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
県
区
域
及
び
南
西

諸
島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で

亡
く
な
ら
れ
た
か
た

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

県
福
祉
保
健
課　

援
護
恩
給
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
０

　

町
が
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
用（
採
用
）

を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
登
録
の
申
し
込
み

を
さ
れ
た
か
た
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
し

ま
す
。
令
和
４
年
度
の
任
用
登
録
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
登
録
申
込
資
格

　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
た

■
登
録
の
手
続
き

　

会
計
年
度
任
用
職
員
任
用
登
録
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
総
務
班
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
任
用
登
録
・
選
考

　

申
込
者
は
任
用
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
町

が
任
用
を
必
要
と
す
る
場
合
、選
考
（
書
類
・

面
接
）
を
行
い
ま
す
。
登
録
は
令
和
４
年
度

１
年
間
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
の

申
し
込
み
は
、
申
し
込
み
の
日
か
ら
そ
の
年

度
末
ま
で
で
す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
、

任
用
の
必
要
が
な
く
選
考
を
行
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
登
録
受
付
期
間

　

11
月
25
日
㈭
か
ら
12
月
24
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
が
、希
望
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
職
種
・
報
酬

①
事
務
職
（
一
般
事
務
補
助
、
文
化
財
事
務

補
助
）
１
４
１
，
０
０
０
円
～

②
技
術
職
（
保
育
士
、
保
育
助
手
、
看
護
師
、

看
護
助
手
等
）
１
４
１
，
０
０
０
円
～

③
技
能
・
労
務
職
（
調
理
員
、
用
務
員
、
労

務
補
助
等
）
１
４
１
，
０
０
０
円
～

④
学
校
技
術
職
（
栄
養
士
（
要
資
格
）、
支

援
員
（
特
別
支
援
を
要
す
る
児
童
の
補

助
）、
複
式
対
応
講
師
、
学
習
支
援
員
）

１
５
７
，
０
０
０
円
～

⑤
自
動
車
運
転
員　

１
７
０
，
０
０
０
円
～

■
任
用
の
期
間

　

１
会
計
年
度
内
（
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
５
年
３
月
31
日
）

■
勤
務
条
件
・
手
当
等

・
勤
務
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
で
職
種
等
に
よ

り
始
業
・
終
業
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
町
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
末
手
当
、
通
勤

費
用
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
を
は
じ
め
任
用
期
間
に
よ

り
各
種
休
暇
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

・
勤
務
時
間
等
の
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
は
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

か
た
の
ご
遺
族
へ

令
和
４
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員
の

任
用
登
録
受
付
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO
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 K
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O 
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LETTER

国

だ
よ
り

交
通
事
故
な
ど(

第
三
者
行
為
）で

被
害
に
あ
っ
た
ら
た
だ
ち
に
届
け
出
を
！

他人の犬に噛まれた

スキー場で
ぶつかってけがをした

傷害事件に
巻き込まれた

交通事故にあった

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　

手
続
き
に
は
左
記
の
提
出
書
類
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

・
第
三
者
行
為
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
同
意
書

・
交
通
事
故
証
明
書

　

ま
た
状
況
に
よ
っ
て
は
こ
ち
ら
か
ら
事
故

の
状
況
な
ど
の
確
認
の
お
電
話
を
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す

の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

た
だ
し
！
次
の
場
合
は

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
の

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

 

（
労
災
の
対
象
）

・
不
法
行
為

 

（
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
）

・
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
と
き

こういった事故に遭
い、

けがをして病院に
かかったら！

　

届
け
出
が
さ
れ
な
い
と
、
本

来
、
事
故
に
よ
り
加
害
者
が
負

担
す
る
べ
き
治
療
分
も
、
被
害

者
と
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
で
、
支
出
す
る
こ
と
と
な

り
、
結
果
、
国
保
の
負
担
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。
国
保
の
負

担
増
は
、
将
来
的
に
国
保
加
入

者
の
保
険
料
の
負
担
増
加
に
も

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
第

三
者
行
為
が
あ
っ
た
際
に
は
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
第
三
者
」
に
よ
る

け
が
の
場
合
は
必
ず
町
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
！

保
険
の
切
り
替
え
も

忘
れ
ず
に
！

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
就
職
し
社
会
保

険
に
加
入
し
ま
し
た
。
切
り
替
え
の

手
続
き
は
自
動
的
に
さ
れ
ま
す
か
？

　

新
た
に
職
場
な
ど
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
切
り
替

え
の
手
続
き
は
自
動
的
に
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
14
日
以
内
に
国
保
担
当
窓

口
で
、
必
ず
国
民
健
康
保
険
の
離
脱

の
手
続
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
国
民
健
康
保
険
証

・
職
場
な
ど
の
新
し
い
健
康
保
険
証

　

も
し
く
は
加
入
日
等
分
か
る
書
類

・
印
か
ん
（
認
印
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド

問答
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周囲から
サポートが
得られず孤独だ

自分自身も
「しつけとしての
体罰」を受けて
育ってきた…

　

皆
さ
ん
は
「
し
つ
け
」
と
「
体
罰
」
の
違

い
は
分
か
り
ま
す
か
？

　
「
し
つ
け
」
と
「
体
罰
」
は
根
本
か
ら
異

な
る
も
の
で
す
。

　
「
し
つ
け
」
は
、
子
ど
も
の
人
格
や
才
能

等
を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
し
て
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
必
要
な
こ
と
を
子
ど
も
に
教

え
伝
え
る
行
為
で
す
。

　

た
と
え
保
護
者
が
し
つ
け
の
た
め
と
考
え

て
い
て
も
、
必
要
以
上
に
き
つ
い
言
い
方
を

し
た
り
、
体
罰
を
行
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
こ
の

よ
う
な
行
為
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
と
「
虐

待
」
へ
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
福
祉
法
や
児
童
虐
待
防
止
法
等
の
改

正
に
よ
り
「
体
罰
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
」
こ
と
が
法
制
化
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
は
本
当
に
大
変
で
す
。
体
罰
を
し

て
し
ま
う
親
も
様
々
な
不
安
や
悩
み
を
か
か

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
罰
や
暴
言
に
よ
っ
て
、子
ど
も
の
行
動
・

精
神
面
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
現
れ
て
き

ま
す
。
体
罰
や
暴
言
は
子
ど
も
の
脳
に
悪
影

響
と
な
り
問
題
行
動
が
悪
化
す
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
は
つ
き
も
の
で
す
。

イ
ラ
イ
ラ
は
頑
張
り
す
ぎ
て
い
る
自
分
へ
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
イ
ン
と
と
ら
え
、
激
し
い
感
情
を

子
ど
も
に
ぶ
つ
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①
自
分
の
イ
ラ
イ
ラ
に
気
づ
き
、
認
め
る

　
「
今
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
な
」
と
気
づ

く
こ
と
で
、
冷
静
に
な
れ
た
り
、「
疲
れ
て

い
る
か
ら
少
し
休
も
う
」
と
思
う
余
裕
が
生

ま
れ
ま
す
。

②
気
持
ち
を
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る

　

方
法
と
し
て
、
深
呼
吸
を
す
る
。
い
っ
た

ん
そ
の
場
を
離
れ
る
。心
の
中
で
10
ま
で
ゆ
っ

く
り
数
え
る
。
好
き
な
音
楽
を
聴
く
。
な
ど
、

自
分
な
り
の
方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
助
け
を
求
め
る

　

疲
れ
て
い
る
と
身
近
な
家
族
に
つ
い
イ
ラ

イ
ラ
を
ぶ
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。「
も
う
限
界
」「
こ
れ
以
上
は
無
理
」

と
思
っ
た
ら
助
け
を
求
め
ま
し
ょ
う
。
人
に

頼
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
だ
っ
て

あ
り
ま
す
。
た
と
え
今
ま
で
う
ま
く
い
っ
て

い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
子
ど
も

と
あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
く
こ

と
で
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
を
促
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
心
配
で
も
お
話
し
下
さ
い
。
子
ど

も
と
家
族
の
よ
り
良
い
関
係
の
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
相
談

を
す
べ
て
虐
待
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

○
相
談
な
ど
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

虐
待
対
応
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
24
時
間
対
応
）

０
５
７
０
‐
７ナ

８ヤ

３ミ

‐
１イ

チ

８ハ
ヤ

９ク

◆
体
罰
を
し
て
し
ま
う
背
景

◆
子
ど
も
の
脳
に
悪
影
響

◆
イ
ラ
イ
ラ
や
怒
り
を
上
手
に
逃
が
す

　

一
方
、「
体
罰
」
は
、
暴
言
で
子
ど
も
を

脅
し
、
力
に
よ
っ
て
押
さ
え
つ
け
、
従
わ
せ

よ
う
と
す
る
行
為
で
あ
り
、
子
ど
も
の
成
長

に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
暴
力
的

な
言
動
の
お
手
本
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

い
ま
、
考
え
よ
う

　
　「
し
つ
け
」
と
「
体
罰
」

育て
にくい子…

時間や
心に余裕
がない…

年齢に応じた
発達・行動が
見られない…

大人としてなめられ
てはいけないと
感じている…

子どもが
言うことを
聞かない…

我慢が
できない

約束を
守れない

一つの
ことに集中
できない

集団で
行動
できない

落ち着いて
話を
聞けない

感情を
うまく
表せない

今月は
小林明日香
保健師
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町
で
は
、
津
南
町
役
場
の
20
～
30
代
の
職

員
に
よ
る
「
移
住
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
結
成
し
、
移
住
定
住
施
策
の
検
討
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
は
本
年
5
月
19
日
に
結
成
、

全
21
回
の
会
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

移
住
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

津
南
町
長
へ
施
策
提
言
を
し
ま
し
た

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
主
に
移
住

定
住
施
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
施
策
案
を
検
討

し
ま
し
た
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
今
い
る
人
と
こ
れ
か
ら

の
人
で
豪
雪
（
め
ぐ
み
）
と
と
も
に
暮
ら
し

を
つ
く
る
」
と
し
、
移
住
者
に
と
っ
て
ネ
ッ

ク
と
な
る
「
雪
」
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
を
発

信
す
る
こ
と
や
、
受
け
入
れ
側
で
あ
る
地
域

へ
の
働
き
か
け
の
重
要
性
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

施
策
案
と
し
て
は
、
未
利
用
教
員
住
宅
の

活
用
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
、

空
き
店
舗
の
活
用
支
援
、
集
落
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
強
化
な
ど
、
30
項
目
を
挙
げ
、
10
月
28

日
に
津
南
町
長
の
前
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、提
言
内
容
を
各
部
署
が
検
討
し
、

採
用
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
事
業
化
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
提
言
の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

水
中
運
動
と
太
極
拳
で
健
康
づ
く
り

結
東　

瀧
澤　

勝
子（
七
十
七
歳
）

　

父
の
介
護
で
十
七
年
前
に
自
宅
に

戻
っ
て
き
た
。

　

父
を
看
取
っ
た
後
、
一
人
暮
ら
し

に
な
り
自
分
の
健
康
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

認
知
症
や
足
腰
が
動
か
な
く
な
る

と
、
娘
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
事

に
な
る
し
、
自
分
で
も
つ
ら
い
毎
日

を
過
ご
す
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
娘

に
迷
惑
は
か
け
た
く
な
い
。

　

そ
こ
で
、
町
で
実
施
し
て
い
る
水
中
運

動
に
参
加
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
友
人
、

知
人
を
誘
っ
て
３
人
で
参
加
を
始
め
た
。

　

参
加
し
て
み
る
と
、
と
て
も
気
持
ち
よ

く
す
っ
き
り
し
て
毎
回
楽
し
み
に
参
加
し
て

い
る
。
指
導
者
の
か
た
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

か
た
も
と
て
も
親
切
に
声
を
か
け
て
く
れ

て
、
あ
り
が
た
い
。
一
緒
に
参
加
し
て
い
る

か
た
と
も
友
達
に
な
り
、
自
分
よ
り
年
上

の
か
た
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
自

分
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
刺
激
を
受
け
て

い
る
。

　

水
中
運
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た
、
ま
た
の
ど
の
調

子
が
良
く
な
っ
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
効

果
で
あ
る
。

　

途
中
、
一
緒
に
参
加
し
た
仲
間
も
家
族

の
都
合
な
ど
で
参
加
を
見
合
わ
せ
、
今
は

結
東
か
ら
一
人
で
の
参
加
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
バ
ス
で
の
送
迎
も
有
る
の
で
出
来
る

限
り
は
、
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
新
た
に
参
加
す
る
仲
間
を
見
つ
け
た

い
と
も
思
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
太
極
拳
で
あ
る
。

長
生
学
園
で
知
り
合
っ
た
友
人
の
誘
い
で
今

年
か
ら
太
極
拳
を
始
め
て
い
る
。
週
一
回
、

一
時
間
程
度
、
反
里
口
の
公
民
館
で
先
生

の
指
導
で
実
施
し
て
い
る
。
太
極
拳
は
実

施
し
た
後
、
体
が
軽
く
な
り
、
肩
の
は
り

が
治
っ
た
。
参
加
者
や
友
人
、
近
所
の
か

た
と
の
交
流
も
日
々
の
楽
し
み
で
あ
る
。

　

水
中
運
動
、
太
極
拳
と
も
に
冬
は
休
み

に
な
る
が
再
開
で
き
る
春
が
待
ち
遠
し
い
。

　

冬
の
間
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
風
呂
上
が

り
の
独
自
の
体
操
を
続
け
な
が
ら
元
気
に

過
ご
し
た
い
と
思
う
。
結
東
か
ら
の
バ
ス

路
線
が
な
く
な
り
、
出
来
れ
ば
も
う
少
し

町
へ
出
か
け
ら
れ
た
ら
、
長
生
学
園
な
ど

の
事
業
へ
も
参
加
で
き
る
の
に
と
残
念
で
あ

る
が
、
仕
方
が
な
い
。

　

父
の
よ
う
に
百
歳
ま
で
元
気
に
生
活
で

き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
今
後
も

出
来
る
事
を
続
け
て
、
ひ
と
ま
ず
今
の
目

標
は
九
十
歳
ま
で
元
気
で
い
る
事
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
。

会議の様子

プロジェクトチームメンバーと
オブザーバーの照井さん（地域おこし協力隊）

の

と
り
く
み

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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川村 章子

情
報
通
信
技
術
を

　
　
　

用
い
た
取
り
組
み
（
例
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

三
箇
地
区
担
当
の
川
村
で
す
。

　

暗
く
な
る
の
が
早
く
な
り
、ま
た
今
年
も
、

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
冬
を
待
つ
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　

先
日
、春
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
を
収
穫

し
ま
し
た
。三
箇
地
区
の
土
壌
が
肥
え
て
い

る
の
か
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
大
の
さ
つ
ま
い
も

が
何
個
も
取
れ
た
の
で
す
が
、包
丁
を
入
れ

る
の
も
一
苦
労
。巨
大
さ
つ
ま
い
も
は
、大

学
芋
や
天
ぷ
ら
、そ
し
て
地
域
の
か
た
に
教

え
て
頂
い
た
、擦
り
ご
ま
と
さ
つ
ま
い
も
を

和
え
た『
あ
ま
や
』を
作
っ
て
み
た
り
し
て
食

べ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
三
箇
地
区
の
活
動
と
し
て
は
、11

月
20
日
～
22
日
の
日
程
で
津
南
町
の
移
住

体
験
ツ
ア
ー
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。今
回
の
ツ
ア
ー
は
雪
国
津
南
の
冬
支

度
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、そ
ば
打
ち
と
雪
囲

い
体
験
に
三
箇
地
区
や
津
南
町
の
観
光
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。私
も

こ
の
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
津
南

に
移
住
を
し
た
の
で
、『
ど
ん
な
人
が
来
る

の
か
な
？
』『
雪
国
の
暮
ら
し
の
事
、も
っ
と

知
り
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
な
？
』と

す
ご
く
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
1
年
更

新
の
制
度
で
最
長
3
年
続
け
ら
れ
る
の
で

す
が
、私
は
こ
の
11
月
末
の
2
年
満
了
で
退

任
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。趣
味
の
写
真

が
今
後
の
仕
事
に
繋
が
り
、退
任
後
に
起
業

を
し
ま
す
。さ
ら
に
津
南
町
の
か
た
と
結
婚

も
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
三
箇
地
区
に
来
た
時
か
ら
ず
っ
と
、

大
き
な
古
民
家
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

ま
し
た
。最
初
は
畑
が
楽
し
く
て
色
ん
な

料
理
を
作
っ
て
み
た
り
、津
南
の
四
季
の
変

化
を
感
じ
た
り
、虫
の
音
や
鳥
の
鳴
き
声
を

聞
く
の
が
好
き
で
、毎
日
自
然
に
触
れ
る
時

間
を
非
常
に
心
地
良
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、相
談
で
き
る
友
人

が
で
き
た
り
、協
力
を
し
て
く
れ
る
人
も
増

え
ま
し
た
。周
り
の
勧
め
か
ら
始
め
た
こ
と

が
今
後
し
た
い
仕
事
に
も
繋
が
り
、そ
し
て

家
族
と
呼
べ
る
人
に
も
出
会
え
ま
し
た
。今

の
時
点
で
は
人
生
の
ゴ
ー
ル
で
も
何
で
も

な
い
で
す
が
、人
生
の
探
し
物
が
こ
こ
津
南

で
見
つ
か
っ
た
よ
う
に
思
え
、と
て
も
あ
り

が
た
く
、不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

退
任
後
も
気
の
合
う
人
と
一
緒
に
し
た

い
こ
と
の
計
画
や
、お
茶
の
み
の
お
誘
い
も

い
た
だ
い
た
り
し
て
、楽
し
み
が
多
い
で
す
。

協
力
隊
と
い
う
カ
タ
チ
は
変
わ
っ
て
も
、こ

の
地
区
で
出
会
っ
た
人
と
の
縁
も
途
切
れ

ず
に
大
切
に
し
た
い
で
す
。三
箇
地
区
は

私
を
育
て
て
く
れ
た
故
郷
の
よ
う
な
場
所

な
の
で
。

農
業
の

知
識

豆

↓
情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
イ
メ
ー
ジ
図

　

町
で
は
、
令
和
３
、４
年
度
、
農
山
漁
村

振
興
交
付
金
（
情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
）

に
よ
り
「
情
報
通
信
環
境
整
備
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
の
基
礎
知
識
や
、
他
地
区

の
事
例
紹
介
な
ど
町
民
向
け
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
し
、
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
、
降
雪
時

の
通
信
電
波
の
調
査
や
実
際
の
機
器
を
使

用
し
た
実
証
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

〇
た
め
池
の
水
位
セ
ン
サ
ー
、
監
視
カ
メ
ラ

〇
水
田
の
自
動
遠
隔
給
水
栓

〇
ハ
ウ
ス
の
温
度
湿
度
、
日
射
な
ど
の

　

セ
ン
シ
ン
グ

〇
鳥
獣
被
害
対
策
で
の

　

ワ
ナ
捕
獲
セ
ン
サ
ー
、
生
体
把
握
カ
メ
ラ

農
山
漁
村
振
興
交
付
金

（
情
報
通
信
環
境
整
備
対
策
）
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『新潟のトリセツ』 ……………………………………………… 昭

しょう

文
ぶん

社
●『イオンを創った男』 ……………… プレジデント社
●『コロナ時代の選挙漫遊記』 ……………………… 集

しゅう

英
えい

社
●『飲むだけじゃない！抹茶でヘルスケア』
 …………………………………………………………………………………………… 淡

たん

交
こう

社
●『小説銀河鉄道999ANOTHER STO 全２巻』
 ………………………………………………………………………………… 松

まつ

本
もと

　零
れい

士
じ

●『民王』 ……………………………………………………………… 池
いけ

井
い

戸
ど

　潤
じゅん

●『舞風のごとく』 …………………………… あさの　あつこ
●『ミカエルの鼓動』 …………………………………… 柚

ゆ

月
づき

　裕
ゆう

子
こ

●『蜜蜂と遠雷』 …………………………………………………… 恩
おん

田
だ

　陸
りく

【子どもの本】 
●『キャプテン 高校野球編 ２』
 ……………………………………………………………………………ちば　あきお
●『アニメコミックおしりたんてい ９』
 ……………………………………………………………………………………… ポプラ社
●『ようかいとりものちょう乙 14』
 ………………………………………………………………………………… 大

おお

崎
さき

　悌
てい

造
ぞう

●『オリーとおちばのまほう』
 …………………………………………………………………………ニコラ・キルン
●『アナと雪の女王　アレンデール城』
 …………………………………………………………………………………………… 小学館
●『おかあさんありがとう』 …………………… 柴

しば

田
た

　理
り

恵
え

●『らいおんレストラン』 ……… やまぐち　りりこ

　

そ
ろ
そ
ろ
こ
た
つ
が
恋
し
い
季
節
と

な
り
、公
民
館
で
も
暖
房
が
活
躍
し
は

じ
め
ま
し
た
。皆
様
の
手
元
に
渡
る
頃

に
は
い
よ
い
よ
津
南
で
初
雪
が
降
り
、

冬
本
番
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

寒
さ
に
負
け
ず
、皆
様
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。公
民
館
図
書
室

は
い
つ
で
も
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
ひ
ま
わ
り
号
は
冬
の
雪
に
も

　
　
　
　
　
　
　

負
け
ま
せ
ん
！
・
・
・

　
「
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
」は
今
月

か
ら
冬
タ
イ
ヤ
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
雪
が
た
く
さ
ん
積
も
っ
て
も
、

し
っ
か
り
と
本
を
届
け
に
行
き
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
担
当
風
巻
も
真
っ
白
に
包
ま
れ

た
雪
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。ひ
ま
わ
り
号
冬
の
部
も
張
り

切
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月
町
内
の
福
祉

施
設
や
保
育
園
、小
学
校
等
の
25
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の
で
皆
様
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
公
民
館
図
書
室
か
ら
の
お
願
い
・・・

　

最
近
本
が
乱
雑
に
戻
さ
れ
て
い
た

り
、落
書
き
や
、個
人
の
印
が
書
か
れ
て

い
た
り
、元
あ
っ
た
場
所
で
は
な
い
と

こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が

多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。特
に
本
を
元

あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
別
の
場
所
に
戻
さ

れ
ま
す
と
他
の
利
用
者
も
職
員
も
探
し

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。も
し
手

に
取
っ
た
本
が
ど
こ
に
置
い
て
あ
っ
た

の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
職
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

図
書
室
は
他
の
ご
利
用
者
も
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
の
で
お
互
い
が
気
持
ち
よ

く
利
用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

・・・
年
末
年
始
の
返
却
期
限
に
つ
い
て
・・・

　

12
月
27
日
㈪
～
１
月
３
日
㈪
は
、公

民
館
と
図
書
室
が
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

図
書
の
貸
出
期
間
は
本
来
２
週
間
で

す
が
、休
館
日
の
２
週
間
前
に
貸
出
す

る
図
書
に
つ
い
て
は
、返
却
期
限
日
を

休
み
明
け
の
１
月
４
日
㈫
に
延
長
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

■
休
館
日　

11
月
29
日
㈪
、

　
　
　
　
　

12
月
27
日
㈪
～
１
月
３
日
㈪

彼岸花が咲く島

【第 165 回芥川賞受賞作】　～流れ着いた島で
は「ニホン語」と「女

じょ

語
ご

」が話されていた～
　彼岸花の咲き乱れる砂浜に倒れ、記憶を失っ
ていた少女は、海の向こうから来たので宇

ウ

美
ミ

と名
付けられた。ノロが統治する男女別の言葉を学ぶ
島の深い歴史にノロに憧れる少女・游

ヨ

娜
ナ

と「女語」
を知る少年・拓

タ

慈
ツ

と共に導かれていく。愉楽に満
ちた不思議な世界へ飲み込まれる中編小説。

李
り

　琴
こと

峰
み

広報ライブラリー
今月の１冊

11月 −霜
し も

月
つ き

−

11月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

か
ろ
う
じ
て
ス
プ
ー
ン
一い

っ

杯ぱ
い

の
ジ
ャ
ム
と
な
る

ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
実み

赤あ
か

く
美う

つ
く

し
く 

江
村
美
智
代

六ろ
く

十じ
ゅ
う

の
手て

習な
ら

い
で
始は

じ

め
し
服ふ

く

作づ
く

り

自じ

分ぶ
ん

だ
け
の
を
作つ

く

り
楽た

の

し
む 

北
村
ま
さ
子

血け
つ

液え
き

の
検け

ん

査さ

結け
っ

果か

に
ホ
ッ
と
す
る

六ろ
く

十じ
ゅ
う

三さ
ん

歳さ
い

現げ
ん

在ざ
い

の
我わ

れ 

小
島
香
代
子

妻つ
ま

は
吾あ

子こ

が
姉あ

ね

に
な
る
こ
と
伝つ

た

え
た
り

涙な
み
だ

す
る
吾あ

子こ

と
固か

た

く
抱だ

き
合あ

う 
江
村
大
輔

見み

上あ

げ
た
る
空そ

ら

に
ア
キ
ア
カ
ネ
群む

れ
飛と

び
て

う
ろ
こ
雲ぐ

も

の
下し

た

赤あ
か

み
際き

わ

立だ

つ 

津
端
恵
子

エ
ン
ジ
ン
の
音お

と

響ひ
び

か
せ
て
次つ

ぎ

次つ
ぎ

と

バ
イ
ク
過す

ぎ
ゆ
く
コ
ス
モ
ス
の
道み

ち 

貝
澤
圭
子

こ
の
世よ

で
は
会あ

え
な
い
人ひ

と

の
い
る
こ
と
を

思お
も

い
出だ

さ
せ
る
今き

ょ

日う

の
夕ゆ

う

焼や

け 

関
谷
郁
子

小こ

春は
る

日び

に
採と

り
こ
み
し
葱ね

ぎ

並な
ら

べ
干ほ

し

も
う
す
ぐ
長な

が

き
冬ふ

ゆ

を
迎む

か

ふう

る 

恩
田
久
美
子

目め

を
閉と

じ
て
リ
ズ
ム
に
乗の

り
て
首く

び

を
振ふ

る

自じ

作さ
く

自じ

演え
ん

の
振ふ

り

付つ
け

師し

汝な

は
（
四
歳
の
孫
風
菜
）

 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
十
月
）

夜や

業げ
ふ

の
灯ひ

消け

せ
ば
月げ

っ

光く
わ
う

入は
ひ

り
来く

る 

芳　

司

呉ご

服ふ
く

屋や

の
せ
か
せ
か
歩あ

る

く
豊と

よ

の
秋あ

き 

千
年
雄

一ひ
と

人り

降お

り
一ひ

と

人り

乗の

る
バ
ス
秋あ

き

時し

雨ぐ
れ 

房　

良

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
案あ

内な
い

の
届と

ど

く
神か

ん

無な

月づ
き 

れ
い
子

珍め
づ
ら

し
き
ま
た
親し

た

し
き
も
大お

お

花は
な

野の 

緑　

た
ち
ま
ち
に
苅か

り

田た

と
な
り
て
鳶と

び

の
舞ま

ふ 

渡　

舟

種た
ね

さ
ら
ふ
風か

ぜ

を
待ま

ち
つ
つ
秋あ

き

の
草く

さ 

壽　

子

静せ
い

寂じ
ゃ
く

や
コ
ロ
ナ
禍か

な
り
て
秋あ

き

祭ま
つ
り 

フ
ミ
子

栗く
り

拾ひ
ろ

ふ
母は

は

の
面お

も

影か
げ

し
の
び
つ
つ 

妙　

「
東と

う

京き
ょ
う

駅え
き

」
の
焼や

き
印い

ん

押お

さ
る
る
ア
ン
パ
ン
を

差さ

し
出だ

す
友と

も

の
見み

覚お
ぼ

え
あ
る
手て 

小
野
寺
恒
代

恩お
ん

師し

の
死し

告つ

ぐ
る
電で

ん

話わ

の
低ひ

く

き
声こ

え

再さ
い

度ど

確た
し

か
む
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
し
て 

高
橋
春
枝

信し
な

濃の

川が
わ

源げ
ん

流り
ゅ
う

の
地ち

に
佇た

た
ず

み
て

大た
い

河が

と
讃た

た

え
る
水す

い

量り
ょ
う

は
無な

し
（
令
和
二
年
） 

内
山
キ
ク

居い

間ま

に
置お

く
椅い

子す

を
使つ

か

ひい

て
ス
ト
レ
ッ
チ

す
る
習な

ら

はわ

し
は
仕し

事ご
と

の
一い

ち

部ぶ 

麻
績
初
恵

わ
が
子こ

で
も
一ひ

と

人り

の
人ひ

と

な
り
い
つ
の
日ひ

か

わ
れ
越こ

え
て
ゆ
け
親お

や

は
愛か

な

し
き

（
歌
集
「
わ
れ
越
え
て
ゆ
け
」
よ
り
） 

滝
沢
勝
枝

夕ゆ
う

空ぞ
ら

を
茜あ

か
ね

に
染そ

め
て
秋あ

き

の
陽ひ

が

ゆ
っ
く
り
西に

し

に
落お

ち
て
ゆ
き
た
り 

風
巻
京
子

胸む
ね

深ふ
か

く
か
の
日ひ

の
講こ

う

義ぎ

受う

け
ゐい

し
に

師し

の
永え

い

劫ご
う

の
御お

ん

旅た
び

に
泣な

く 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

買か

い
替か

へ
し
高た

か

き
ク
リ
ー
ム
し
っ
と
り
と

女じ
ょ

優ゆ
う

に
な
り
し
気き

分ぶ
ん

で
ぬ
り
ぬ 

中
村
武
子

川か
わ

に
沿そ

い
霧き

り

の
引ひ

き
幕ま

く

開あ

け
ゆ
き
て

錦き
ん

秋し
ゅ
う

の
舞ぶ

台た
い

現あ
ら

は
れ
し
朝あ

さ 

島
田
眞
之

休
み
明
け
の
１
月
４
日
㈫
に
延
長
し
て

お
渡
し
し
ま
す
。

■
休
館
日　

11
月
29
日
㈪
、

　
　
　
　
　

12
月
27
日
㈪
～
１
月
３
日
㈪
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＜実施された行事＞
〔10月〕
	 20日	 議員定数等特別委員会
	 	（議員定数等特別委員）
	 20日	 令和４年度建策要望事項検討会
	 	 （総文福祉常任委員会）
	 20日	 令和４年度建策要望事項検討会
	 	 （産業建設常任委員会）
	 22日	 全議員研修会（新潟市）
	 26日	 令和４年度建策要望事項検討会
	 	 （総文福祉常任委員会）
〔11月〕
	 2日	 県町村自治に関する研修会
	 	（新潟市・全議員）

	 2日	 町村長と町村議長との意見
	 	 交換会（新潟市・議長）
	 5日	 全員協議会
	 12日	 第４回臨時会
	 17日	 令和４年度建策要望事項申入れ
	 19日	 津南町建築協議会との懇談会
	 	 （産業建設常任委員会）
	 22日	 令和３年度一般国道353号十二峠
	 	 新トンネル開削期成同盟会総会（議長）
＜今後予定されている行事＞
〔11月〕
	 24日	 一般質問〆切日（午後３時）
	 30日	 第５回臨時会

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動

 3200日 大倉敏雄(小下里)
 2700日 石橋俊治（割野）、大倉マツ（小下里）
 2400日 髙橋昭子（船山）
 1800日 城澤作義（小下里）
 1400日 島田ミサ（赤沢）
 200日 桑原房子（貝坂）
 100日 半戸睦子（朴木沢）、木村千代野（外丸）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操他

病
院
歳
時
記

　

骨
が
弱
く
な
る
原
因
の
主
な
も
の
は
、骨
を

作
る
力
が
弱
く
な
る
こ
と
で
す
。ま
た
、運
動

不
足
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
不
足
も
骨
を
弱
く
し

ま
す
。女
性
の
か
た
は
閉
経
を
迎
え
、女
性
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
が
減
少
し
て
く
る
こ
と
で
、骨

が
弱
く
な
り
ま
す
。

　

強
い
骨
を
造
る
に
は
、子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

太
陽
の
下
で
適
度
な
運
動
と
、カ
ル
シ
ウ
ム

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
を
と
る
こ
と
が
大
事

で
す
。更
年
期
以
後
の
か
た
は
、カ
ル
シ
ウ
ム

も
よ
り
一
層
必
要
に
な
り
ま
す
。運
動
も
、歩

く
こ
と
か
ら
始
め
、少
し
ず
つ
距
離
を
伸
ば
し
、

無
理
の
な
い
軽
い
運
動
等
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

治
療
薬
に
は
、カ
ル
シ
ウ
ム
剤
、ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
３
剤
の
ほ
か
、痛
み
が
あ
る
場
合
に
は
痛
み

を
抑
え
る
薬
、筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
薬
な

ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。医
療
は
日
進
月
歩
、

こ
れ
か
ら
も
、よ
り
良
い
薬
が
開
発
さ
れ
ま
す

が
、ま
ず
は
、自
分
自
身
の「
骨
太
」な
健
康
を

造
り
ま
し
ょ
う
。

「
骨
」

薬
剤
科
長
　
城
田
　
佳
生

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得

額
が
、
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受

給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
か
た

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た
（
以
下
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た
（
以
下
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
か
た

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
か
た

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
８
月
31

日
よ
り
順
次
、
請
求
可
能
な
旨
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
１
月
４
日
ま

で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
３
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て

六
日
町
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
コ
ー

   

ナ
ー

議会コーナー

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

請
求
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

一般料金 大人（中学生以上） 小人（3 歳～小学生）

温　泉 500 円（月曜 300 円） 300 円（月曜 200 円）

プール + 温泉 1,000 円 500 円

会　員　区　分 会　費

個人チケット 1 年（チケット 50 枚付） 15,000 円

家族チケット 1 年（チケット 100 枚付） 30,000 円

プール / バーデ 1 年（温泉 + プール入り放題） 40,000 円

プール / バーデ 4 ヶ月（温泉 + プール入り放題） 15,000 円

トレーニング 4 ヶ月（ジム使い放題） 10,000 円

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
冬
の

イ
ベ
ン
ト
！「
ク
リ
ス
マ
ス
」。T
a
p
で
は
、今

年
度
夜
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

ド
キ
ド
キ
・
わ
く
わ
く
！
親
子
が
一
緒
に
楽

し
め
る
内
容
を
準
備
し
て
、お
待
ち
し
て
い

ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。パ
ー
テ
ィ
ー
の

詳
細
は
小
学
校
・
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
お
配
り
す
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

12
月
18
日
㈯　

午
後
６
時
～
７
時
半

■
場　

所　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

町
内
の
小
学
生
・
保
育
園
児
・

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
定　

員　

80
名　
※
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
り

■
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

総
合
セ
ン
タ
ー
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

　

℡
7
6
5
‐
5
7
7
6

「
と
っ
て
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
T
a
p

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」の
ご
案
内

「
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
・
温
泉
の
ご
案
内
」

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
地
・
動
植
物
・

人
の
暮
ら
し
な
ど
様
々
な
魅
力
が
再
発
見
で

き
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

　

現
在
、
第
７
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
サ
イ
ト
の
迫
力
あ
る
景
観
や
そ
れ
を

楽
し
む
人
の
姿
、
ジ
オ
サ
イ
ト
と
共
に
暮
ら

す
人
の
営
み
や
伝
統
文
化
・
行
事
・
祭
り
、

ジ
オ
サ
イ
ト
に
生
き
る
動
植
物
の
た
く
ま
し

い
生
命
力
な
ど
を
と
ら
え
た
と
っ
て
お
き
の

一
枚
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
賞
お
よ
び
副
賞
〉

　

◆
最
優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
現
金
３
万
円

　

◆
春
部
門
優
秀
賞

　

◆
夏
部
門
優
秀
賞

　

◆
秋
部
門
優
秀
賞

　

◆
冬
部
門
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　

…
…
１
万
円
分
相
当
の
商
品

　

◆
暮
ら
し
・
生
活
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
祭
り
・
伝
統
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
植
物
・
花
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
学
生
部
門
ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

◆
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
・
審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　
　

…
ス
ポ
ン
サ
ー
の
提
供
商
品

〈
応
募
締
切
〉

　
12
月
27
日
午
後
５
時

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
、
役
場
・
観
光
協
会
・
な
じ
ょ
も
ん
等

に
置
い
て
あ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
行
わ
れ
た
第
６
回
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
28
点
の
展
示
会
を
農

と
縄
文
の
体
験
実
習
館
な
じ
ょ
も
ん
に
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

期
間
：
11
月
20
日
㈯
～
12
月
19
日
㈰
ま
で

＊
月
曜
休
館
・
入
館
無
料　

観
覧
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

昨年のなじょもんでの展示会の様子

　

今
年
も
ま
た
寒
い
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
の
温
泉
で
身
体
を
温
め
た

り
、運
動
不
足
解
消
に
温
か
い
温
泉
の
プ
ー
ル

で
歩
い
た
り
泳
い
だ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
温

泉
の
他
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
や
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
般
料
金
の
他
に
大
変
お
得
な
会
員
料
金

も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
皆
様
の
健
康
増
進
に
ク
ア

ハ
ウ
ス
津
南
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
営
業
時
間　

午
後
２
時
～
８
時
半

●
詳
し
く
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
7
6
5
‐
3
7
1
1
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

◆
請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

を
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
か
た

　

お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
か
た

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
８
月
31

日
よ
り
順
次
、
請
求
可
能
な
旨
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同

封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
１
月
４
日
ま

で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
３
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て

六
日
町
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
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N
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on Inform
ation

■人口9,098（−12）　男4,410（−８）　女4,688（−４）

■世帯数3,480（＋７）　■転入／９　■転出／ 17　■出生／６　■死亡／ 10　■婚姻／１11月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●ジオパークフォトコンテスト
　入賞作品展示会
　会　期：11月20日㈯～ 12月19日㈰
　たくさんのご応募をいただきました「第

6回苗場山麓ジオパークフォトコンテス

ト」の入賞作品28点を展示します。美しい

苗場山麓の姿をぜひご覧ください。

●「第12回Myコレクション展」作品募集中
　令和4年1月15日㈯〜2月27日㈰の会期で、Myコレクション

展を開催します。

　あなたの秘蔵のコレクションを、なじょもんに展示してみませんか？

　詳しくは、なじょもんのホームページ、またはお電話でお問合せください。

●苗場山麓ジオパークカルチャー研究会
　「晩氷期・細石刃文化の資源利用」
　日　時：11月28日㈰　13：10 ～ 17：00
　魚沼地域の細石刃石器群を概観し、人々の繋がりを

ご講演・ディスカッションしていただきます。

　会　場：なじょもん　　参加費：無料
　お申し込み先：苗場山麓ジオパーク振興協議会
　　　　　　　 （☎765-1600）

●「手漉き和紙の年賀状」体験
　日時：12月5日㈰・18日㈯　10：00 ～ 12：00
　体験料：1000円　　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんで育てた和紙の原料のコウゾを使って

年賀状を作ります。

●「木の実のリース」体験
　日時：12月19日㈰　10：00 ～ 11：00
　体験料：1000円　　対　象：小学1年生～大人
　植物の蔓を巻いたリースに、松ぼっくりやどんぐりな

どで飾り付けます。

ジオパークフォトコン
テスト入賞作品展示会

上原E遺跡出土細石刃石器群

手漉き和紙の年賀状

木の実のリース

12 月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈯ 13:00～16:00 注連縄づくり 1,000 中学年以上

5日㈰ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

11日㈯ 10:00～11:30 小枝のクリスマスツリー 700 低学年以上

12日㈰ 10:00～12:00 和紙のあかり
※スイッチライトは別途950円

1,500 中学年以上

18日㈯ 10:00～12:00 手漉き和紙の年賀状 1,000 低学年以上

19日㈰ 10:00～11:00 木の実のリース 1,000 低学年以上

25日㈯ 10:00～11:00 豆どりの壁掛け 700 低学年以上

26日㈰ 10:00～11:00 ひょうたん細工 300 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

江村　大
たい

晴
せい

（巻下） 大輔さん
 菜々子さん

藤木　千
ち

寛
ひろ

（城原） 大輔さん
 幸恵さん

山田　悠
ゆう

翔
と

（朴ノ木坂） 巧さん
 恵美子さん

山岸　凛
り

空
く

（鹿渡） 直人さん
 美華さん

風巻　　律
りつ

（大割野） 領さん
 綾香さん

中島　あささん	 （79歳・大井平）

篠原　　滿さん	 （75歳・外丸）

島田　ヨキさん	 （99歳・足滝）

山田　兼定さん	 （91歳・所平）

藤ノ木キミさん	 （89歳・堂平）

大平　トシさん	 （94歳・割野）

上村　重夫さん	 （85歳・今井）

山本　松壽さん	 （68歳・正面）

藤ノ木一郎さん	 （80歳・秋成）

涌井　成幸さん	 （89歳・宮野原）

も
あ
り
最
近
は
体
力
が
つ
い
て
き
た
よ

う
で
12
㎞
元
気
よ
く
歩
き
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。魚
沼
丘
陵
線
を
歩
い
た
の

で
す
が
、ス
ス
キ
が
一
面
に
広
が
り
、紅
葉

も
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。雪
が
降
り
始

め
る
と
な
か
な
か
外
に
出
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
体
力
づ
く
り
を
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。	

村
山
拓
也

　

急
に
寒
く
な
っ

て
き
た
今
日
こ
の

頃
。皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。わ
た
し
は
、今
回
表
紙
に
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、笹
沢
会
の
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

会
員
で
は
な
い
の
で
す
が
、毎
年
誘
っ
て

い
た
だ
い
て
恒
例
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

毎
年
ば
て
て
い
ま
し
た
が
、先
月
の
登
山

広
報

つ
な

ん
 N

o
.7

2
5
　

■
令

和
３

年
1
1
月

2
4
日

発
行

　
■

発
行

／
津

南
町

役
場

 〒
9
4
9
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2
9
2
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